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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○流域の概要1

常願寺川はその源を、北ノ俣岳（きたのまただけ：標高2,661ｍ）に発し、立山連峰の山間部にて称名川、和田川等の支川を合わせながら流下し、富山平野を形成する扇状地に出て北流し、富山市東部を経て日本海注ぎます。

流域面積368km2、流路延長56kmの一級河川であり、大臣管理区間は河口～21.5km上流の区間となります。
流域には富山県の1市1町が含まれており、流域内人口は約2.8万人となっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１．２　常願寺川の洪水被害と治水計画：主な洪水と治水計画
★治水計画（表4-1）より概要説明
■安政5年(1858年)2月（飛越地震）
　・上流の立山カルデラを形成する鳶山（とんびやま）一帯が崩落し河道閉塞が発生。（写真4-2）
　・その後河道閉塞が崩壊し、大量の土砂とともに洪水流が下流域へ流出して、河川が荒廃(表4-1、)
■明治24年～26年　デ･レーケ改修計画による改修工事（富山県）
　→　その後の洪水で土砂堆積　→　河道ではなく、砂防が必要
■明治39年　砂防事業に着手（富山県）、大正15年　砂防事業直轄化（国）
■昭和11年　S9洪水を契機に、内務省直轄河川として改修事業に着手
　　計画高水流量：3,100m3/s（瓶岩）
■昭和24年～42年　急流河川対策（橋本規明による巨大水制、タワーエキスカベータによる河床掘削）
　→　天井川の解消
■平成17年　常願寺川水系河川整備基本方針策定
　　基本高水のピーク流量：4,600m3/s
　　計画高水流量　　　　：4,600m3/s（瓶岩）
■平成21年　常願寺川水系河川整備計画策定
　　計画高水流量　　　　：4,600m3/s（瓶岩）
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プレゼンテーションのノート
・18Pは【事業を巡る社会情勢】です。
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